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図面名
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表記・記号 仕　　　　　様 表記・記号 仕　　　　　様備　　考 備　　考 略号 仕　　　様 略号 仕　　　様表記・記号 仕　　　　　様 備　　考 略号 仕　　　様
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装
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の
　
他

天
　
井
　
材

長尺塩ビシート(C)

複層ビニル床シート(FS) t=2.0

長尺塩ビシート(A)

長尺塩ビシート(B)

複層ビニル床シート(FS) t=2.0

消臭･抗菌･防滑

防滑性複層ビニル床シート(FS) t=2.0 厨房用

マーブル･柄物

ビニル床タイル

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾀｲﾙ ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ(KT) t=2.0 300×300

複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ(A)

複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ(B)

磁器質床タイル(A)

磁器質床タイル(B)

300角磁器質ノンスリップタイル

150角磁器質ノンスリップタイル

屋外用･玄関用

玄関用

置敷ビニル床タイル(FOA) t=4.0 木目･石目･柄物

化粧石こうボード トラバーチン柄 t=9.5

化粧石こうボード t=9.5

不燃:NM-1864

岩綿吸音化粧板(平)

不燃:NM-0879

不燃:NM-8599トラバーチン柄 t=9.0･捨て貼り工法

ＯＡフロア フリーアクセスフロア(ｽﾁｰﾙ製)

フリーフロアー 乾式二重床システム(CP工法)

ﾌｸﾋﾞ:FK5000R同等

ﾌｸﾋﾞ:CP-F同等

コンクリート下地

鉄骨下地

モルタル下地

嵩上げコンクリート下地

セルフレベリング

乾式２重床

フリーアクセスフロア

自然排煙

機械排煙

昭和46年10月27日住指発第744号

令１２６－２－１－３～5

国土交通省告示1436号4のニ(1)～(4)

符号 法令・告示

耐候性塗料塗り

オイルステイン塗り

オイルステインワックス塗り

クリヤーラッカー塗り

ラッカーエナメル塗り

ウレタン樹脂ワニス塗り

木材保護塗料塗り

抗菌性塗料塗り

合成樹脂調合ペイント塗り

合成樹脂エマルジョンペイント塗り

つや有合成樹脂エマルジョンペイント塗り

合成樹脂エマルジョン模様塗料塗り

多彩模様塗料塗り

フタル酸樹脂エナメル塗り

塩化ビニル酸樹脂エナメル塗り

アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り

令 -＊

機

避

Ｓ

Ｍ

CON

SL

SOP

EP

EP-G

FE

VE

EP-T

EP-M

NAD

DP

OS

OSW

CL

LE

WP

UC

ABP

符号 符号 符号

不燃:NM-8578

不燃:NM-8578

けい酸カルシウム板 t=6.0(突付け)

けい酸カルシウム板 t=6.0(底目地)ケイカル板(B)

RCF1

F2

F3

F4

F5

F6

F7

F8

F9

C1

C2

C3

C4

C5

OA

FF

OA

自

複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ ﾅﾗ(ｸﾘｱ塗装) t=15.0

複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ ﾅﾗ(ｸﾘｱ塗装) t=15.0

単板厚3mm

単板厚3mm･床暖房用

告 -＊

Ｗ 木下地

LGS

LGS耐

軽量鉄骨下地

軽量鉄骨下地(高耐食基材)

コンクリートブロック下地CB

PB 石こうボード

ケイカル板(A)

化粧吸音ボード

曲げ加工

同上:ｾﾌﾃｨｰｺｰﾅｰ同等

ﾌｸﾋﾞ:AT同等

天井点検口 額縁・目地タイプ □450 ﾅｶ工業:GM Ⅱ同等

段鼻ノンスリップ 室内木階段 素足用ノンスリップ

ｶﾈｿｳ:MSEO-M同等

ｱｼｽﾄ:PrevioM103同等

ﾅｶ工業:ﾈｵｳｯﾄﾞ同等

同上:ﾘｽﾃ同等

同上:ｸﾞﾗｳｯﾄﾞ同等

FF

コーナーガード(B)

軟質樹脂製コーナー保護材

ステンレス製(SUS304)ｔ-1.5HL

手すり(A)

手すり(B)

手すり(C)

樹脂製φ34（抗菌）ﾌﾞﾗｹｯﾄ型･2段

樹脂製φ34（屋外用）ﾌﾞﾗｹｯﾄ型･2段

T-1

T-2

○

◇

T-3

床下点検口(A)

床下点検口(B) アルミ製一般型 □600(ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ材用)

FH1

FH2

ステンレス製密閉型(充填用) □600

C-1 日本ﾋﾟｯﾄ 同等ＳＵＳ製グレーチング ノンスリップ排水溝蓋(屋外)

C-2 日本ﾋﾟｯﾄ 同等排水桝蓋(屋外) スチール製グレーチング

曲げ加工

面台(A)

面台(B) ステンレス製(SUS304)ｔ-1.5HL

ｱｲｶ:UYA同等

C-3

日本ﾋﾟｯﾄ 同等

日本ﾋﾟｯﾄ 同等

日本ﾋﾟｯﾄ 同等

サニタリーピット ダスターピットⅠ-J型 JP-DPJ(SUS304)

SUS304 PL1.5t,目地HL(溶接塩ﾋﾞｺﾞﾑ付)ピット･排水桝

アルミ製グレーチング H=32 P=17排水溝･排水桝蓋

C-4

C-5

ピクチャーレール 神栄:SK-PR同等アルミ製(後付埋込),30kg,ﾌｯｸ(2個/m)

吊下げカーテン ｻﾝｹﾞﾂ:ｺﾝﾄﾗｸﾄ同等カーテン(防炎),タッセル,フック

吊下げ式レール

排煙オペレーター

固定吊棒,アルミ製レール(静音式) ｻﾝｹﾞﾂ:ｺﾝﾄﾗｸﾄ同等

豊和:NN23AR同等手動(埋込),過廻し防止機構

大型化粧鏡 TOTO:MMA1同等フリーサイズ大型鏡

壁付ハンガー 機能性ハンガー(スライドフック付き)

室内物干し金物 天井埋込み式昇降物干しユニット

ﾌｸﾋﾞ:ｸｰﾙﾊﾝｶﾞｰ同等

DAIKEN:ものほし上手

コンパクトキッチン

ミニキッチン

ﾘｸｼﾙ:ﾃｨｵ同等IH(2口),電気温水器,吊戸棚,ﾚﾝｼﾞﾌｰﾄﾞ

間口1,200,電気温水器,棚 ﾘｸｼﾙ:ﾐﾆｷｯﾁﾝ同等

ユニットシャワー TOTO:ｼｬﾜｰﾙｰﾑ同等

TOTO:Aｼﾘｰｽﾞ同等洗面化粧台+化粧鏡

JSV0812(内法W1,200×D800)

LDA756BEURA＋LMA750DC(W750×D545)樹脂製φ34（抗菌）支柱型･SUS.HL

コーナーガード(A)

メラミン化粧ポストフォームｔ-19

スチール製扉付き(全埋込型) ﾕﾆｵﾝ:UFB1F2204同等消火器ボックス

消火器スタンド スチール製床置き型 ﾕﾆｵﾝ:UFB3F308PWH同等

W1

W2

W3

W4

W5

W6 化粧板(ヒノキ)

化粧ケイカル板(A)

化粧ケイカル板(B)

単色

木目調

化粧けい酸カルシウム板 t=6.0

化粧けい酸カルシウム板 t=6.0

県産材　桧板 t=15(不燃材処理)

内装壁タイル 内装壁用磁器質タイル ﾎﾞｰﾀﾞｰﾀｲﾙ(細割)

不燃:NM-1701

ＶＣ(1) AA，ABランク

AA，ABランクＶＣ(2)

ビニールクロス（不燃）

ビニールクロス（準不燃）

屋
 根
 材

瓦棒葺き

和瓦葺き

洋瓦葺き

金属板横葺き

主 要 材 料 一 覧

Ｊ型瓦

Ｍ型洋風瓦

カラーガルバリウム鋼板　t=0.4

カラーガルバリウム鋼板　t=0.4

折板葺き

カラーガルバリウム鋼板　t=0.4

立平葺き

断　熱　材

表記・記号

可とう形外装薄塗材Ｅ 弾性アクリルリシン

外装薄塗材Ｅ アクリルリシン

複層塗材ＲＥ 水性エポキシタイル

外装床タイル 300角磁器質タイル

アクリルタイル複層塗材Ｅ

外装壁タイル 外装壁用せっ器質タイル

備　　考

ＪＩＳ Ａ ６９０９

ＪＩＳ Ａ ６９０９

ＪＩＳ Ａ ６９０９

ＪＩＳ Ａ ６９０９

ノンスリップ

LIXIL：ﾍﾞﾙﾆｭｰｽﾞ ｱﾝﾃｨｰﾛ同等

仕　　　　　様

ＪＩＳ Ｇ ３３２２

ＪＩＳ Ｇ ３３２２

ＪＩＳ Ｇ ３３２２

ＪＩＳ Ｇ ３３２２

区分 表記・記号 備　　考仕　　　　　様 区分 表記・記号 備　　考仕　　　　　様 区分 表記・記号 備　　考仕　　　　　様

防
 水
 材

塗膜防水

塩ビシート防水

アスファルト防水

ｽﾃﾝﾚｽｼｰﾄ防水

加硫ゴムシート防水

屋根露出防水絶縁断熱工法

合成高分子系ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ防水断熱工法

合成高分子系ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ防水断熱工法

ウレタンゴム系塗膜防水

Ｍ－３１６ＤＷ

ＦＲＰ防水 建築学会・通気緩衝仕様

ＤＩ－２

ＳＩ－Ｆ２

ＳＩ－Ｆ１

Ｘ－２

ＮＳ－Ｘ１

Ｌ－ＦＳ

外
 壁
 材

角波サイディング

軽量気泡コンクリートパネル

押出成形セメント板

サンドイッチパネル

金属サイディング

窯業系外壁材

金属製外壁材

金属サンドイッチパネル

窯業サイディング

鋼板製外壁材

ＡＬＣ板

ＥＣＰ板

ＪＩＳ Ａ ５４１６

ＪＩＳ Ａ ５４４１

ＪＩＳ Ａ ５４２２

ＪＩＳ Ａ ６７１１

ＪＩＳ Ｇ ３３２２

階 室　　　名 床 高さ巾　　木 高　さ 天　　　井
防火種別

備　　　考
防火種別

廻縁 天井高 室名札ｶｰﾃﾝ
BOX類

天井
点検口排煙設備

01

02

01

下地下地 下地 下地

仕上 仕上 仕上 仕上床　高

ｽﾗﾌﾞ高
腰　　　壁 壁

内 部 仕 上 表

石こうボード

石こうボード

不燃積層石こうボード

硬質石こうボード

強化石こうボード

GB-R

GB-R

GB-NC

GB-R-H

GB-F

9.5mm

シージング石こうボード GB-S

シージング石こうボード GB-S

9.5mm，12.5mm

9.5mm，12.5mm 準不燃 QM-9826

NM-9692

NM-8619

NM-0441

NM-9639

NM-8615

QM-9828

GB-D化粧石こうボード

化粧石こうボード(和室天井用)

化粧石こうボード(和室天井用)

QM-0524

QM-0127

NM-9824

12.5mm

12.5mm

9.5mm

9.5mm

9.5mm

吉野石膏 ｼﾞﾌﾟﾄｰﾝ，ﾏｰﾌﾞﾙﾄｰﾝ

吉野石膏 ﾆｭｰﾃﾝ･S

吉野石膏 ﾆｭｰﾃﾝ･S

吉野石膏 ﾀｲｶﾞｰﾎﾞｰﾄﾞ

吉野石膏 ﾀｲｶﾞｰﾊｲﾊﾟｰﾊｰﾄﾞT

吉野石膏 ﾀｲｶﾞｰﾎﾞｰﾄﾞﾀｲﾌﾟZ

吉野石膏 ﾀｲｶﾞｰ防水ﾎﾞｰﾄﾞ

吉野石膏 ﾀｲｶﾞｰ不燃防水ﾎﾞｰﾄﾞ

吉野石膏 不燃ﾀｲｶﾞｰﾎﾞｰﾄﾞ9.5

12.5mm，15mm

12.5mm，15mm，21mm

３.

１.

２.

４.

５.

６.

７.

８.

９.

１０.

１１.

１２.

１３.

１４.

１５.

１６.

１７.

１８.

１９.

２０.

２１.

２２.

２３.

２４.

２５.

コンクリート打放し仕上げは、Ｂ種とする。

設計図中の番号「○-○○-○」は建築工事標準詳細図（平成28年版）の分類番号を示す。

コンクリート直均し、下地押えの増打ち厚さは１-０１-３、１-０１-４による。

GB-Dw

GB-Dw

区分 名　　　称 略　号 規格・寸法 性　能 認定番号

1-1,1-21-4,6-2金属下地 1-2,1-5,2-2,2-4

準不燃下地
2-1,2-2,2-3,2-4,2-5 4-2,5-1

1-1,1-2,1-3,1-4,1-5,1-6 3-1,3-2,3-3,4-1

不燃石こうボード 3-1,4-1,5-1
3-2,6-1 2-4,2-5,3-3,4-2

1-1,1-4,1-5,1-6 1-2,1-3,2-1,2-2,2-3

不燃下地 5-1
3-1,3-2,3-3,6-1 4-1,4-2

1-1,1-2,1-3,1-4,1-5,1-6 2-1,2-2,2-3,2-4,2-5

壁装材防火種別一覧表　（壁装材は全て防火施工管理ラベル貼とする。）

[施工方法/直貼り］

下　地 防　火　性　能

工事区分表防火材料一覧表

原則として図面に記載のあるもの

※　上記以外で図面に記載のあるものは、全て本工事に含むものとする。

※　別途工事のうち本工事期間中に工事を必要とするもの、取合、補強等があるものについては、請負者の統括のもと事前に

　充分な打合せを行い施工すること。

事前調査（近隣家屋調査等）

図面記載以外の什器備品類

カーテンレール・ブラインド類

カーテン（レース・ドレープ）

消火器

厨房機器

同上接続工事

建築 電気 衛生 空調 別途対 象 工 事 等 備　　　考

○ ○

○

塗装

不燃

準不燃

準不燃

準不燃

不燃

不燃

不燃

不燃

不燃

耐火被覆A1

耐火被覆B1

耐火被覆A2

耐火被覆B2

柱

柱

柱

柱

梁

梁

梁

梁

１時間耐火

１時間耐火

２時間耐火

２時間耐火

1時間耐火

1時間耐火

2時間耐火

2時間耐火

吹付けロックウール t=45

吹付けロックウール t=45

FP060BM-9406,9407,9408

FP120CN-9461,9462,9463

FP120BM-9409,9410,9411

FP060BM-9362,9393

FP120BM-9363,9400

FP060CN-9458,9459,9460

FP120CN-9415,9452

けい酸カルシウム耐火被覆板 t=20

けい酸カルシウム耐火被覆板 t=20

けい酸カルシウム耐火被覆板 t=35

けい酸カルシウム耐火被覆板 t=35

区分 表記・記号 部位 性　　能 認定番号 仕　　　様

２６.

２７.

塗装／亜鉛メッキ鋼板

不燃 NM-8585

不燃 NM-8697

吉野石膏 ﾀｲｶﾞｰﾎﾞｰﾄﾞ

FP060CN-9414,9445

外　構　仕　上　表

２８.

２９.

３０.

３４.

３５.

石こうボードの出隅は、コーナー保護金物、入隅はジョイントテープをＬ型に当て、継目処理を行う。

柱、はり、下り壁の仕上げは、壁仕上げに準ずる。

内部仕上げは下地共不燃とし、石こうボード厚12.5(不燃)又は、不燃積層石こうボード厚9.5とする。

下地は、床はコンクリート直均し仕上げ、天井は軽量鉄骨天井下地とし、壁は壁区分による。

１階及び水廻りに使用するビニル系床材の接着剤は耐水工法とする。

断熱材の吹付けを行う場合、範囲は７-０１-２による。

ＬＧＳ下地に手摺、棚等が取付く場合は、下地補強を行う。

床仕上げの材質が異なる箇所の取り合いは、ステンレス製見切り(SUS304)Ｉ形 3.0×12を使用する。

階段室の天井仕上げは最上階の天井仕上げを示し、段裏は特記による。

使用する建築材料は、全て国土交通大臣の指定する日本工業規格又は日本農林規格適合品とする。

図面内の指定特記のないメーカー名、製品名はすべて同等以上とする。

壁石こうボード塗装仕上げの場合、Ｖ目地とし、天井高さが2,700までは横目地を設けない。

鉄鋼面の錆止めは工場１回、現場１回行う。

規制対象外以外の内装仕上げ、家具、建具等に使用する材料は、接着剤を含めすべてＦ☆☆☆☆とする。

天井仕上げが直張り以外の岩綿吸音板の場合、石こうボード厚12.5(不燃)の下張りを行う。

特記無き場合、内部木、鉄部、亜鉛めっき面の見え掛かり部分はＳＯＰとする。

便器等設備機器取付場所には、下地補強を行う。（建築工事）

カーテン、カーペット類を使用する場合、別途工事を含め防炎認定品を使用する。

天井裏の仕上げ等に使用する材料はＦ☆☆☆☆とする。

法37条に適合する建築材料を使用すること。

３１.

３６.

嵩上げコンクリートには溶接金網6φ100×100(JISG3551)を施工する。

土に接す床版下部(消火水槽下は除く)は防湿ポリエチレンシ－ト t=0.15m/m敷込みとする。

区分 表記・記号 部位 性　　能 仕　　　様認定番号

区分 表記・記号

30分耐火屋根

FW2

FW3

性　　能 認定番号 仕　　　様部　　位

面積区画壁

面積区画壁

面積区画壁

１時間耐火

１時間耐火

１時間耐火

FP060NP-0174

FP060NP-0007

FP060NP-0071

強化ＰＢ t-12.5 両面２重張り

強化ＰＢ t-21　片面２重張り＋目地処理

強化ＰＢ t-21　片面２重張り＋ＰＢｔ-12.5張り

FW4

FW5

FW6

FW7

FW8

FW9

114条1項界壁

114条2項界壁

30条(各戸界壁)

35条の3(無窓)

防煙壁

防煙垂壁

１時間耐火

１時間耐火

テントを使用する場合、不燃を要する箇所は防炎Ａ種とし、その他支障のない箇所は防炎Ｃ種とする。

法第22条地域内で、屋根に規制範囲内でアクリル樹脂系製品及びポリカーボネート樹脂系製品を使用する場合は、

工事施工着手に際し、事前調査、工事期間中の交通安全対策、近隣対策等近隣との協議を十分に行うこと。

工事に際し諸官庁への届出等必要な場合は、請負者の責任に於いて遅滞なく行うこと。

消防用設備は、消防用設備等計画書に基づき施工すること。

法35条の3：無窓の居室等を区画する主要構造部を耐火構造とし、又は不燃材料で造ること。

準難燃認定品以上のものを使用する。

火気使用がある場合は、消防法9条の基準に適合すること。

消防法17条：消防用設備等は政令で定める技術基準に適合すること。

３２.

３３.

ＰＳ、ＥＰＳ、ＤＳ、ＭＢの区画は、特記ない限り水平区画とする。

防火区画、防火上主要な間仕切は小屋裏又は、天井裏に達せしめること。

区画壁等隙間四周処理、デッキプレート下端隙間処理は該当区画壁・界壁と同等とすること。

３７.

３８.

３９.

FP060NP-0174

FP060NP-0174

遮音構造 SOI-0110

強化ＰＢ t-12.5 両面２重張り・下地ｽﾀｯﾄﾞ千鳥配置

強化ＰＢ t-12.5 両面２重張り

強化ＰＢ t-12.5 両面２重張り・下地ｽﾀｯﾄﾞ千鳥配置

不燃材

不燃材

不燃材 ＰＢ t-12.5(両面)張り　※下地・仕上共、不燃材料

防火区画・防煙区画・その他構造　認定番号一覧

耐火被覆認定番号一覧

30分耐火屋根

30分耐火屋根

FW1

FP060FL-9095

FP030RF-1772

FP060FL-9095 QL99-50･ｺﾝｸﾘｰﾄ t=80、押えｺﾝｸﾘｰﾄ ｔ=80(H12建告第1399号5項1号)

QL99-50･ｺﾝｸﾘｰﾄ t=80、塩ビｼｰﾄ防水･断熱材 t-25(H12建告第1365号)

吹付けロックウール t=25

吹付けロックウール t=25

○硬質木片セメント板ｔ-18、ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板ｔ-0.4,立平葺き

【 外 構 そ の 他 】

備　　考（同等品）

吸音用穴あき石こうボード GB-P QM-98279.5mm 吉野石膏 ﾀｲｶﾞｰﾄｰﾝ準不燃

構造用石こうボード GB-St

吸放湿石こうボード GB-R-Hｃ

12.5mm

12.5mm

QM-0172

NM-0530

9.5mm 吉野石膏 ﾀｲｶﾞｰﾊｲｸﾘﾝｽｶｯﾄﾎﾞｰﾄﾞ

吉野石膏 ﾀｲｶﾞｰﾊｲｸﾘﾝｽｶｯﾄﾎﾞｰﾄﾞ

吉野石膏 ﾀｲｶﾞｰﾎﾞｰﾄﾞﾀｲﾌﾟK-A

Ａ＆ＡＭ ｾﾗｱｰﾄｼｬｲﾆｰS

化粧けい酸カルシウム板(木目)

化粧けい酸カルシウム板(石目)

6mm

6mm

NM-3604

NM-3430

曲面用繊維混入石こうボード 5mm，6mm，8mm

NM-8615

NM-2967 Ａ＆ＡＭ ｴﾌｼﾞｰﾎﾞｰﾄﾞ

KB-Dw

KB-Ds

RGB

準不燃

不燃

不燃

不燃

不燃

不燃

Ａ＆ＡＭ ｽﾃﾝﾄﾞ#400木目

GW 10K～32K

グラスウール(ガラスクロス張)

グラスウール

ロックウール

吹付ロックウール

不燃 NM-8605

不燃

不燃

不燃 NM-8601

NM-8600

NM-8604

GB-R-Hｃ吸放湿石こうボード

化粧石こうボード GB-NC NM-18649.5mm 吉野石膏 ｼﾞﾌﾟﾄｰﾝ，ﾏｰﾌﾞﾙﾄｰﾝ不燃

9.5mm化粧石こう吸音ボード GB-NC 不燃 NM-0879 吉野石膏 ﾀｲｶﾞｰｽｸｴｱﾄｰﾝ･D

内外装用フレキシブル板 5mm，6mm．8mm NM-8576HB 不燃

けい酸カルシウム板 6mm．8mm，10mm，12mm

Ａ＆ＡＭ ｽﾃﾝﾄﾞ#500化粧けい酸カルシウム板(単色) 6mm NM-3455

KB

KB-Dp

不燃

不燃

メラミン不燃化粧板 3mm NM-2183 アイカ　ｾﾗｰﾙMP

RB 9mm，12mm NM-8599 吉野石膏 ｿｰﾗﾄﾝ

吉野石膏 ｿｰﾗﾄﾝ

不燃

不燃

岩綿吸音板(リブ) RB 12mm，15mm，19mm 不燃 NM-8599

不　燃：VC(1) 準不燃：VC(2) 難　燃：VC(3)

○

岩綿吸音板(平)

NM-4971

Ａ＆ＡＭ ｾﾙﾌﾚｯｸｽ

Ａ＆ＡＭ ﾊｲﾗｯｸﾌﾈﾝ

○

○ ABC粉末10型

防火区画、防火上主要な間仕切を貫通する設備配管等は、令第112条第20項及び第129条の2の4に適合するものとする。

法28条の2 二号：石綿等をあらかじめ添加した建築材料を使用しないこと。

給水・排水その他の配管設備については、令129条の2の4,令129条の2の5に適合させること。

本工事に含む設備機器のアンカー、架台

本工事に含む設備機器の基礎

同上本管、本線接続一次側工事

機械警備、有線放送用配管工事

機械警備機器及び二次側工事

有線放送契約引込み及び機器工事

電話配管工事

電話引込み一次側工事

電話機器及び二次側配線工事

ケーブルテレビの場合は一次側工事は別途テレビ共聴設備工事

自動ドア、電動シャッター及び建具内配線

同上電源送り及びスイッチ

電気錠本体及び建具内配管、配線

同上制御設備

便所廻りの手摺工事

特記以外の化粧鏡 規格外は建築工事

同上取付の為の補強及び下地工事

同上取付の為の補強及び下地工事

外構工事

植栽工事

図面記載以外の植栽工事

既存工作物解体工事

歩道切下げ工事 申請、届出等は切下げ工事に含む

○

○

○ 申請、届出等は工事費とは別途とする各種設備負担金

各種設備引込み ○○

○○

○

ＰＢ t-12.5(両面)張り　※下地・仕上共、不燃材料

線入り磨きガラス t-6.8(免震タイプ)

仕 上 ・ 仕 様部 位 符号 部 位 部 位 符号符号 仕上・仕様 仕上・仕様

B1

B2

外　部　仕　上　表

共　通　事　項　（特記なき限り下記とする。）

岡山市市場事業部
担当者

担当者課　長 主　幹 課長補佐 副主査 課　員

課　員副主査課長補佐主　幹課　長

02

１

建材畳 ＫＴ－ⅢF10 ｽﾀｲﾛ畳(D種) t=50,畳表樹脂製

F11 防塵塗 浸透硬化型コンクリート表面強化剤 クリア

屋根材折板現し

不燃 －－－Ｓ

カラーガルバリウム鋼板　t=0.8

断
　
熱
　
材

外
 装
 仕
 上
 材

外壁 １時間耐火

外壁 １時間耐火

外壁 １時間耐火

FP060NE-9035

FP060NE-9036

H12建告第1399号 軽量気泡コンクリート製パネルｔ=100～150

外壁

床

柱

梁

階段

開口

１時間耐火

１時間耐火

１時間耐火

１時間耐火

30分耐火

防火設備

FP060NE-9293

H12建告第1399号

個別認定

軽量気泡コンクリート製パネルｔ=50

延焼のおそれのある部分

鉄骨造(屋内、屋外共)

FP060FL-9095 QL99-50･ｺﾝｸﾘｰﾄ t=80

FP060CN-9200

FP060BM-9171

押出成形セメント板　t=60　縦張り

押出成形セメント板　t=60　横張り

柱合成被覆：押出成形セメント板　t=60＋吹付ﾛｯｸｳｰﾙ t=30

梁合成被覆：押出成形セメント板　t=60＋吹付ﾛｯｸｳｰﾙ t=30

R1○

屋根 FP060FL-9095 QL99-50･ｺﾝｸﾘｰﾄ t=80、ｱｽﾌｧﾙﾄ防水･断熱材 t-35(H12建告第1365号)30分耐火

屋根 30分耐火 FP030RF-0605 ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 t-0.8 折板葺き 166ﾊｾﾞ,断熱材t-4.0裏貼(NM-1196)

防耐火等認定番号一覧：□耐火建築物・■準耐火建築物（ロ－２）・□その他

仕　　様

グラスウール ｔ=100（２４㎏/m3)

グラスウール ｔ=50（２４㎏/m3)

Ａ種押出法ポリエチレンフォーム３種 t=25

部位

天井裏

外壁に面する部分

間仕切壁

床スラブ下

床下ピット打込み

区分 区分

屋根〇 不燃断熱材ｔ-4.0裏貼

グラスウール ｔ=100（２４㎏/m3)

直天

(平均CH)

硬質ウレタンフォーム１種 ｔ=30

Ｕ.Ｄ.Ｄ設計会社
式株

株式会社ユー・ディ・ディ設計
岡山市南区泉田一丁目３番１０号

一級建築士事務登録　岡第１２１４７号
Tel:086-233-2266　FAX:086-233-2262

一級建築士　　　　　第３７８８４９号

中田　智之

鉄部 亜鉛メッキ処理 －

G1 表層-再生密粒度ｱｽｺﾝ,路盤-ｸﾗｯｼｬﾗﾝｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 ブ ロ ッ ク 歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸA(片面R,C種) W180-240×H300

消火器ボックス，スタンド，フック

○

○

コ　ン　テ　ナ　置　場 － 不燃F11FL±0 土間コンクリート直押えの上､防塵塗

カッター切り@3,000(タテヨコ)

ＲＣ立上り

外壁材現し

Ｓ 自

〇

〇

鉄部 亜鉛メッキ処理150 1,350OPEN

現場打ちｺﾝｸﾘｰﾄ溝，W500側 溝

部 位 符号 仕 上 ・ 仕 様

R1屋 根
カラーガルバリウム鋼板ｔ-0.8　折板葺き　166ハゼ，不燃断熱材ｔ-4.0裏貼【FP030RF-0605】

軒先尾垂れ加工，化粧フレーム，ケラバ包み（屋根同材）曲げ加工

軒 樋 A

B

C

堅 樋

鉄 骨 部 溶融亜鉛メッキ処理

塩ビカラーＶＰφ100,ＳＵＳ掴み金物

W1外 壁

外 部 巾 木 W2

E

犬 走 G

保 護 ポ ー ル

コンクリート金コテ押えの上、防塵塗（浸透硬化型コンクリート表面強化剤）,カッター切り@3,000，面取⊿20

3,975

STK400 φ165.2×t4.5,H=1,000，焼付塗装（既製品同等）

軒樋：大型塩ビ角樋 W130（前高，芯材入）,ＳＵＳ樋受金物，自在ドレン，伸縮ジョイント

角波サイディング　t-0.6　縦張，水切･役物（外壁同材）

ABC10型消火器(1本),消火器ｽﾀﾝﾄﾞ･標識付き(1ヶ所)

コンクリート化粧型枠打放し補修，誘発目地@3,000内外(シール処理)，面取⊿20

コンテナ置場 外部・内部仕上表
Ａ-１２

岡山市中央卸売市場コンテナ置場新築工事

令和７年４月

外壁材現し



Ｎ

消

※凡例

ＡＢＣ10型消火器(20ｍ)

面  積  表

建築面積

床 面 積

※小数点第三位以下切り捨てとする

20.00 x 5.00 = 100.00

計  100.00㎡

記　号 下　地

折版屋根

仕　上

凡例

カラーガルバリウム鋼板ｔ-0.8　折板葺き　166ハゼ，

不燃断熱材ｔ-4.0裏貼【FP030RF-0605】
R1

R1

製図検図承認

縮
尺

担当者

担当者

課　長

課　長 主　幹

主　幹

課長補佐

課長補佐

副主査

副主査

課　員

課　員

設 

備

建 

築

図面名

工事名

Ｕ.Ｄ.Ｄ設計会社
式株

株式会社ユー・ディ・ディ設計
岡山市南区泉田一丁目３番１０号

一級建築士事務登録　岡第１２１４７号
Tel:086-233-2266　FAX:086-233-2262

 Ｎｏ．

A1:1/100

A3:1/200

岡山市市場事業部

一級建築士　　　　　第３７８８４９号
中田　智之
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Y2

Y1

X1 X2 X3 X3X2X1

Y1

Y2

コンテナ置場：平均天井高さ算定
(3.90＋4.05)×5.00×1/2＝19.875㎡
19.875×20.00＝397.50m3
397.50／100.00＝3.975m

ｺﾝﾃﾅ置場

東側立面図　　1/100

OPEN OPEN

▽設計GL▽GL
▽車路GL

Y1 Y2

OPEN

Y1Y2

▽軒高 ▽水下梁天

▽設計GL ▽GL

▽建物高さ
▽軒高

▽FL

西側立面図　　1/100

OPEN OPEN OPEN OPEN OPEN OPEN

X3 X2 X1

X1 X2 X3

▽軒高

▽FL

▽軒高▽水下梁天

北側立面図　　1/100

南側立面図　　1/100

OPEN

▽軒高

▽FL

▽FL

▽GL

▽軒高▽水下梁天

▽設計GL▽車路GL▽車路GL

R1

R1

R1

R1

W1

W1

W1

W1 W1

W2

W2

W2

AA

A

BB

C

C

C

W2

C

C
B C

B

C DD

D

E

E

Y1 Y2

(
平
均

天
井

高
)

ｺﾝﾃﾅ置場

3
100

▽設計GL▽GL

▽軒高▽水下梁天

塩ビカラーＶＰφ100,ＳＵＳ掴み金物

溶融亜鉛メッキ処理

コンクリート金コテ押えの上、防塵塗（浸透硬化型コンクリート表面強化剤）,カッター切り@3,000，面取⊿20

カラーガルバリウム鋼板ｔ-0.8　折板葺き　166ハゼ，不燃断熱材ｔ-4.0裏貼【FP030RF-0605】

軒先尾垂れ加工，化粧フレーム，ケラバ包み（屋根同材）曲げ加工

B

C

D

E

R1

A

W1

W2

ＳＴＫ４００ φ165.2×t4.5,H=1,000，焼付塗装（既製品同等）

断面図　　1/100

大型塩ビ角樋 W130（前高，芯材入）,ＳＵＳ樋受金物，自在ドレン，伸縮ジョイント

角波サイディング　t-0.6　縦張，水切･役物（外壁同材）

計  100.00㎡

▽軒高

▽FL▽車路GL

▽建物高さ ▽建物高さ ▽建物高さ

▽建物高さ
▽軒高

平面図　　1/100 屋根伏図　　1/100

OPEN OPEN

※消防無窓検討

１階：消防無窓検討計算

※開口部算定

・１階床面積＝100.00㎡

・100.00／30＝3.3333…

∴必要開口面積≒3.34㎡以上とする

※小数点第三位以下切り捨てとする

消

開口面：9.59×3.75×2＝71.925

∴3.34㎡＜71.92㎡　…　有窓階

コンクリート化粧型枠打放し補修，誘発目地@3,000内外(シール処理)，面取⊿20

Ａ-１３
コンテナ置場 平面図･屋根伏図･立面図･断面図･面積表

岡山市中央卸売市場コンテナ置場新築工事

令和７年４月

E

E

E

D

D

堅樋:塩ビカラーＶＰφ100,ＳＵＳ掴み金物

ケラバ包み(屋根同材)曲げ加工

ケラバ包み(屋根同材)曲げ加工

軒先尾垂れ加工

軒樋:大型塩ビ角樋 W130(前高,芯材入)
ＳＵＳ樋受金物,自在ドレン,伸縮ジョイント

化粧フレーム
保護ポール

カッター切り@3,000(タテヨコ)
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築

図面名

工事名

課　長

課　長

主　幹

主　幹 課長補佐

課長補佐 副主査

副主査 課　員

課　員 担当者

担当者 承認 検図 製図

縮
尺

 Ｎｏ．

一級建築士第243674号　木村誠司

構造一級建築士第4087号

構造設計担当者

Ｓ-０１

印を適用し、選択項目は

○ 印が複数有る場合は、共に適用する。

構　造　特　記　仕　様　書 ２ ０２ ２ 年 度 版

印が無い場合は ※ 印を適用する。
§1 一般事項

使用材料は原則としてJIS規格品、JAS規格品、又は大臣認定品とする。1-1

設計図書の優先順位は下記による。1-2

1)本特記仕様書

2)設計図

3)標準図 鉄筋コンクリート構造配筋標準図 鉄骨工作標準図

鉄筋鉄骨コンクリート構造標準図  高強度せん断補強筋施工仕様書 

鉄筋コンクリート壁式標準配筋図

4)仕様書 (  ※日本建築家協会 )

1-3 各工事に際して、施工計画書及び施工図を提出し、工事監理者の承諾を得る。

1-4 構造関係材料及び各種試験成績書・検査報告書を作成し提出する。

第三者機関による検査・試験費用は工事費に

1-5 設計図書に示されていない材料、工法等を採用する場合は文書にて工事監理者の承諾を得る。

1-6 梁貫通位置、径、及び箇所数は(

含まない )

意匠図 構造図 

§2 構造計算ルート

2-1

ルート2 ルート3

ルート2 ルート3

構造計算ルート方  向

X

Y

2-2

構造計算ルート別による主筋又は、耐力壁の鉄筋の継手の重ね長さ

※  建築基準法施行令第73条第2項による仕様規定

日本建築学会 JASS5(2018),鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説

日本建築学会 RC規準2018

XY両方向共ルート3及び限界耐力計算の場合は、令第73条第2項の仕様規定によらずJASS5(2018),

鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説及びRC規準2018とすることができる。

2-3 重要度係数（用途係数）

鉄筋の継手(定着については設計図若しくは標準図による)

§3 仮設工事,土工事

3-1 山留め、根切り

3-2

埋戻し土 ※ 根切り土の中の良土

盛土 ※ 根切り土の中の良土 搬入良土(盛土は30㎝毎に転圧締固めを行うこと)

残土処分 場内地均し ※ 場外搬出処分(※ 自由 指定場所 )

§4 地業工事

搬入良土(埋戻し土は30㎝毎に転圧締固めを行うこと)

埋戻し土、盛土、残土処分（意匠図による）

1)屋根葺き材・外装材・屋外帳壁の構造体への取付き及び風圧に対する構造強度等の技術的基準は1-7

  令39条・令82条の4(平12建告第1458号)に適合すること。

5)日本建築学会標準仕様書 , JASS5 , JASS6 (最新版とする)

4-1 基礎及びスラブ下地業 (単位mm)

場   所

基 礎
独立,布

ベ  タ

屋内

屋外

:

:

A

B

砕 石

割栗石
厚 さ

60

60

60

60

60

60 100

100

100

100

100

100 B

B

B

B

B

B

150

150

150

150

150

15050 60

100

100

100

100

100

基 礎 梁

土間コン
クリート

※ 50 ※ A ※ 60

※ 50 ※ A ※ 60

※ 50 ※ A ※ 60

※ 50 ※ A ※ 60

※ 50 ※ A ※ 60

※ A ※ 100

注1)

捨てコンクリート厚さ

注1).アンカーボルト支持用フレームの、あと施工アンカーを打込む部分は100以上とする。

a

注2).端部aは100以上とする。

4-2 設計地耐力 長期 kN/m2 短期 kN/m2 終局 kN/m2

地耐力載荷試験 行う (  箇所,長期設計耐力の3倍を確認する) ※ 行わない

4-3 地盤改良

無筋コンクリート地業 締固め工法 ソイルセメント杭

セメント系固化材撹袢 圧密排水工法

[ 載荷試験 ]一軸圧縮試験 行う (  箇所)

[ ]六価クロム溶出試験 行う

4-4 既製コンクリート杭、鋼管杭、その他特殊杭

1)杭種

PHC杭 A種 B種 C種

ST杭 A種 B種 C種

SC杭

PRC杭 Ⅰ種 Ⅱ種 Ⅲ種 Ⅳ種

A種 B種 C種節杭

鋼管杭

2)工法

油圧ハンマー打撃工法 ディーゼルハンマー

埋込み工法 プレボーリング拡大根固め工法(認定工法)

※ あり なし

7-11 溶接部の検査(受入検査) 行う※ 行わない

1)受入検査を行う第三者検査機関は、建築主、設計者、工事監理者又は工事施工者(元請)との直接契約による。

2)第三者検査機関は(社)日本溶接協会によるCIW検査事業者認定種別における超音波探傷検査部門の認定を

取得した事業者とし、当該工事の鉄骨製作工場の社内検査を行っていない事業者とする。

3)受入検査は目視による外観検査と超音波探傷検査とし、社内検査完了後に行う。

4)外観検査の合否判定は国土交通省告示1464号による。ただし告示に定めのないものは日本建築学会

「JASS6 鉄骨工事 2018 付則6. 鉄骨精度検査基準」の限界許容差による。

5)超音波探傷検査は日本建築学会「鋼構造建築溶接部の超音波探傷検査規準・同解説」2018により、合否

判定は7.2.1疲労を考慮しない溶接部のうち、引張応力が作用する溶接部の項を適用する。

6)溶接箇所数の数え方は「JASS6 鉄骨工事 2018」表10.1溶接箇所数の数え方による。

7)受入検査の抜取り方法及び抜取り率は以下による。

a)工場溶接の場合

ⅰ.検査ロットは各節、各工区毎に溶接箇所300箇所以内で構成する。

ⅱ.抜取り数は各ロット毎に30箇所をランダムにサンプリングする。

ⅲ.大きさ30個のサンプル中の不適合個数が1個以下のときはロットを合格とし、4個以上のときは

ロットを不合格とする。ただし、サンプル中の不適合数が1個を超え4個未満のときは、同じ

ロットからさらに30個のサンプルを抜取検査する。総計60個のサンプルについての不適合個数

の合計が4個以下のときはロットを合格とし、5個以上のときはロットを不合格とする。

b)現場溶接の場合

ⅰ.全数検査とする。

8)検査により不合格と判定された溶接部はすべて補修を行い、再検査して合格とならねばならない。

9)ずれ・食い違いの補修方法は、独立行政法人 建築研究所監修「突き合せ継手の食い違い仕口のずれの検査

・補強マニュアル」による。

7-12 鉄骨製作工場    下記〇印のグレード認定工場の内、納期・製作能力・鉄骨数量を勘案して工場選択のこと

国土交通省大臣認定(グレード)

S H M R J

8-1

§8 コンクリートブロック・ALCパネル・押出成形セメント板・PCa板工事

コンクリートブロック

1)種類 A 種 B 種 C 種

2)厚さ mm 100 120 150 190

ALC パネル8-2

1)使用箇所 内壁床 屋根 外壁

2)厚さ mm 15075 (80) 100 175120(125)

3)外壁取り付け構法

方  向 構     法 使 用 箇 所 備   考

ロッキング構法

アンカー構法

縦

横

8-3 押出成形セメント板

外壁取付構法及び厚さ mm

備   考使 用 箇 所構     法方  向

縦

横 スライド構法

ロッキング構法

8-4 PCa板

1)床及び屋根 床 屋根

PCa板単独 厚さ mm

合成板

現場打厚さ 合計厚さ 備     考mm mm mmPCa板厚さ

2)外壁 厚さ  mm

コンクリート
の材齢

による場合

3 日

5 日

8 日 28 日

25 日

17 日

基礎、梁側、柱、壁 スラブ下 梁  下

28 日

5N/mm2

0 ℃以上

5 ℃以上

15 ℃以上

圧縮試験による場合

せき板及び支柱の在置期間(普通ポルトランドセメントの場合)6-6

設計基準強度0.85Fcまたは12N/mm2注） 注）

注）かつ、施工中の荷重及び外力について、構造計算により安全が確認されるまで。

7-1

SM400A SM490A

SN400A

SN490C

SN400B SN490B

SN400C

BCR295

BCP235 BCP325

STKR400 STKR490

SHC400CSHC400B

SHC490B SHC490C

SS400

規 格 名 称

一般構造用圧延鋼材

溶接構造用圧延鋼材

建築構造用圧延鋼材

一般構造用角形鋼管

冷間成形角形鋼管

熱間成形角形鋼管

鋼   材   名 柱
通 し
ダイア

内
ダイア

大梁 ﾌﾞﾚｰｽ
小梁
他

7-6

7-7 継手

フランジ

ウェブ

柱 梁

高力ボルト 現場溶接 現場溶接

高力ボルト 現場溶接 現場溶接

7-4

使 用 箇 所長   さ(mm)径

7-5 溶接材料

1)アーク溶接に使用する溶接棒,ワイヤ及びフラックスは母材の種類,寸法,及び溶接条件に相応

したものを選定する。

2)ガスシールドアーク溶接に使用するシールドガスは溶接に相応したものとする。

全般

トルシア形が使用できない部分

母材が亜鉛メッキされている部分

屋内環境

7-3 普通ボルト,アンカーボルト

使 用 箇 所高 力 ボ ル ト の 種 類

トルシア形高力ボルト

JIS形高力ボルト

溶融亜鉛メッキ高力ボルト

超高力ボルト

F10T

S14T

 F8T

SSC400

SNR400

一般構造用軽量形鋼

建築構造用圧延棒鋼

STK400 STK490
一般構造用炭素鋼管

 STKN400  STKN490

※  S10T

※  高力ボルト

高力ボルト

材種及び使用箇所

頭付きスタッド

ABR400

SS400

使用する 使用しない

ABR490

SS490( M    以上)

ABM490(ABMはM24以上)ABM400

1)材質

2)大臣認定柱脚(メーカー仕様による)

80

80

100

100

100

120

120

150

120 150

150

16 φ

19 φ

22 φ

7-2

§7 鉄骨工事

スカラップ形状

※  高力ボルト

※  ノンスカラップ工法 スカラップ工法

7-8 溶接手法及び管理

1) 使用する溶接ワイヤー、入熱量及びパス間温度等の仕様については鉄建協又は全構協の仕様で、専任の

溶接施工管理技術者により管理を行うこと。

2)

3) 本工事で代替タブを使用する場合は、代替タブ溶接技術者技量検定付加試験を  ※　行う

但し、代替タブのAW検定有資格者は技量検定付加試験を免除する。

)(単位 mm7-9 デッキプレート

1) 床用 高さ 板厚

2) 合成スラブ用 高さ 板厚

3) 型枠用

4) 防錆処理

高さ

プライマー

板厚

亜鉛メッキ Z12 Z27

形版 タイプ

7-10  1回、現場タッチアップ程度とする)塗装(工場塗 ※ 2回  

素地調整1) ※ ケレン ブラスト

2) 下塗り用塗料

適用

室内
塗       料 種  別 標準膜厚

鉛、クロムフリ-錆び止め JISK5674 30μm

1種 2種

屋外

水系さび止めペイント JASS18   M-111

2種

30μm

1種

変性エポキシ樹脂プライマー JASS18   M-109 40μm

有機ジンクリッチプライマー JISK5552

構造物用さび止めペイント JISK5551

2種

A種

15μm

30μm

※ ※※

溶融亜鉛メッキ3) 行わない行う

4) 常温亜鉛メッキ

5) 高耐食メッキ鋼板（t3.2mm以下）

行う 行わない

用いる 用いない

行わない

行わない完全溶け込み溶接はAW検定の有資格者が行うとする指定を　                  ※　行う

※

6-1 レディーミクストコンクリート(JIS A5308-2019)

§6 コンクリート工事

1)セメント   ※  普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄJISR5210 高炉ｾﾒﾝﾄB種

低熱ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄJISR5210

2)粗骨材 高炉ｽﾗｸﾞ骨材砂利 ※ 砕石 人工軽量骨材 再生骨材

最大径(mm) 25 40※ 20

3)設計基準強度    (N/mm 2)  (使用区分は設計図の軸組図に示す)

普通コンクリート

2種 )軽量コンクリート( ※  1種 気乾単位容積質量  ※ 18.5

Fc21Fc18 Fc24 Fc27 Fc30 Fc Fc

LFc18 LFc21 LFc24 LFc27 LFc30 LFc

)

)(気乾単位容積質量

5)捨てコンクリート

6)防水押さえコンクリート

7)かさ上げコンクリート

※ 18.5

6-2 混和材 膨張材高性能AE減水剤 躯体防水材

※ 18.5(気乾単位容積質量

Fc

Fc LFc

LFc

Fc

4)土間コンクリート Fc (ただし柱,壁等と同時に打込む場合は躯体の強度とする)

建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による。9-1

建築設備の構造強度§９

・　建築設備（昇降機を除く）、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽の恐れがないものとする事

・　屋上から突出する水槽・煙突・冷却塔その他これらに類するもの（以下「屋上水槽等」という）は、支持構造部

　　又は建築物の構造耐力上主要な部分に緊結する事

　　の支枠を設けたものを除き、９０cm以下とする事

・　煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを５cm以上とした鉄筋コンクリート造又は、

　　厚さが２５cm以上の無筋コンクリート造・石造若しくはコンクリートブロック造とする事

・　建築物に設ける給水・排水その他の配管設備（給湯設備*1を除く）は下記による事

・　風圧・土圧及び水圧並びに地震その他の振動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とする事

・　建築物の部分を貫通して配管する場合に於いては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等、有効な管の

　　損傷防止のための措置を講ずる事

　　ける等有効な損傷防止のための措置を講ずる事

・　管の伸縮その他の変形により当該間に損傷が生じる恐れがある場合に於いて、伸縮継手又は可撓継手を設

・　煙突の往生突出部の高さは、れんが造・石造・コンクリートブロック造又は無斤コンクリート造の場合は、鉄製

・　管を支持し、又は固定する場合に於いては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震その他の振動

　　及び衝撃の緩和のための措置を講ずる事

・　法第２０条第一号から三号までの建築物に設ける屋上水槽にあっては、平成１２年建設省告示第１３８９号に

　　より、風圧並びに地震その他の振動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとする事

・　給湯設備*1は、風圧・土圧及び水圧並びに地震その他の振動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とする事

　　満水時の質量が１５kgを超える給湯設備については、地震に対して安全上支障のない構造として、平成１２年

　　建設省告示第１３８８号第５に規定する構造方法による事

　　　　ものを除いたもの

　　＊１「給湯設備」：建築物に設ける電気給湯器その他の給湯設備で、屋上水槽等のうち給湯設備に該当する

令第１２９条の２の３の事項

構造スラブ

※ 行わない

※ 行わない

12mmtｍｍ

3)杭径,設計耐力,本数表

備  考本数長期kN 短期kN 終局kN杭径(符号)mm

4-6 杭打地業共通事項

行う (  箇所,長期設計耐力の3倍を確認する)

行う

1)[

2)載荷試験

3)SL塗布

試験杭 試験掘] 行わない

※ 行わない

※ 行わない

5-1 材種

§5 鉄筋工事

D  

D  

スパイラル 工場溶接

D  

D  以上

SD345

SD390

SD490

重ね継手

スパイラル 工場溶接1275級

 785級

 685級

溶接金網

高強度せん断

補強筋

種 類 径 継    手

フック加工

重ね継手

K

P

U

SD295 ※ 重ね継手

4)杭の構成は設計図による。

かご筋 スタッド溶接

5)杭頭補強

杭外周溶接　NewJ-BAR工法

行う(１本)

以下

以上

以上

16

19

29

D  25 以下

溶接継手 　　ガス圧接 突き合せ溶接（Ｄ１６以下は重ねアーク溶接でも可）

　　新ＮＴ工法等の評定取得工法

※ 溶接接手 機械継手

※ 溶接接手 機械継手(  級)

※ 溶接継手 機械継手(  級)

5-2 ガス圧接部の検査(第三者機関による)外観検査全数(引張り試験の場合、施工者自主検査でもよい)

抜取り検査

引張り試験(JISZ3120)

超音波探傷試験(JISZ3062)

1検査ロットにつき

1検査ロットにつき

※ 3本

30箇所

熱間押抜き試験

原則 柱・梁の径毎に3本

不合格となった圧接部は切り取って再圧接を行う。また残り全数に対して超音波探傷試験を行う。

1検査ロットは1組の作業班が1日に施工した圧接箇所の数量で200箇所以内

溶接、機械式継手の検査は各々の認定方法による他,日本継手協会仕様書(2017年)及び下記を参照する。5-3

JIS Z 3063 (鉄筋コンクリート用異形棒鋼溶接部の超音波探傷試験方法及び判定基準)

JIS Z 3064 (鉄筋コンクリート用機械式継手の鉄筋挿入長さの超音波測定試験方法及び判定基準)

梁貫通補強5-4

補強筋は原則として工場製品(評定品)を使用する。

基礎梁、基礎小梁の継手及び定着は原則として

5-5 その他

１梁の余長  の採用 大梁・小梁

基礎梁

※ D' (梁有効成)

※ min(    ,   )L 2Ｄ’

②地反力を受ける①一般

とする。③上載荷重が大きい場合

端部上下筋15d　中央上下筋20d

端部上下筋15d　中央上下筋20d

各工法、認定・評定条件による

コンクリート打設前に工事監理者の検査を受け不備な箇所は修正を行う。

コンクリートを2回打する部材は、初回の打設後に鉄筋の清掃を行う。

鉄筋の組立は適切な位置にスペーサーを使用し、組立後は形状保持のための養生を行う。

cm

%

kg/m3

kg/m3

 60以下

185以下

270以上

備 考一  般箇  所

スランプ

水セメント比

単位水量

6-5

空気量スランプ

]

][

[

試験 (躯体コンクリートの28日圧縮試験は公的機関において行う)6-4

1)骨材 アルカリシリカ反応性 塩分含有量

2)フレッシュコンクリート

3)躯体のせき板取り外し時期決定圧縮試験

4)コンクリートコア抜き取り圧縮試験

5)マスコンクリートのひび割れ照査(温度応力解析)

6)単位水量測定 行う

行う

行う

行わない

行わない

行わない

行わない

基礎, 基礎梁

単位セメント量

※  行う

※  行う

※  行う

※  行わない

※  行わない

注2).スランプは特記なき限り施工者が決め監理者に報告する。

調合 (補正値は工事費に含む)

短期(18) 標準(24)

材齢28日の調合強度Fは下記の両式を満足するものとする。

F≧Fm+1.73σ F≧0.85Fm+3σ

超長期(36)長期(30)

計画供用期間の級( )は耐久設計基準強度Fd

調合管理強度 S＝3～6

6-3

注1).混和剤は所定の品質を確保するためにプラントの特性に応じたもの使用する。

※監理者と協議の上決定すること。

6-7 Fc36を超える場合は高強度コンクリートとし、仕様は別記特記仕様書(JASS5等)による

公共建築協会 

 ※ 設備図 )による。

( ※ 含む

※ AE減水剤

Fm=Max( Fc , Fd )+S

21

φ350

18

15

185

(ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ)

ルート1-2

ルート1-2

用途係数の区分と対象建築物　：　区分（Ⅲ）＝1.00 

杭周固定液

RODEX工法(砂質地盤 旧法第38条既認定番号 FK093)

（P1) 300 600 6
non scale

岡山市市場事業部

コンテナ置場_構造特記仕様書

60

270
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